
校庭の木々の緑が日増しに濃くなり、夏の訪れを告げ
る風が吹き抜ける季節となりました。４月の始業式から始
まった１学期も、いよいよ締めくくりの時期を迎えようとし
ています。 
この約３ヶ月間、学校は「これからの時代を生き抜くた
めに、生徒たちに本当に必要な力とは何か」を常に問い
続け、様々な取り組みを進めてまいりました。社会の仕組
みや価値観が激しく変化する今、学校が目指す教育への
挑戦は、時に従来の常識とは異なり、保護者の皆様に戸
惑いを与えたこともあったかもしれません。学校の方針に
対しては、多様なご意見をいただくこともございます。しか
し、一歩先の未来を見据えた時、私たちが今子どもたちの
中に蒔いている種は、必ずこれからの社会を生き抜くため
の「真の強さ」につながるものと確信し、日々の指導にあ
たっております。 

「我が子を想う熱量」がもたらす、小さな歪み 

日々の教育活動や面談を通じて強く感じるのは、皆様
の「我が子を想う熱量の深さ」です。誰よりも我が子の幸
せを願い、その成長に愛情を注ぐ姿は、親としてごく自然
であり、尊いものです。子どもたちにとって、家庭がこれ以
上ない安心できる居場所になっているのは、皆様の深い
愛情のおかげです。 
しかし同時に、その強い熱量ゆえに、お子さんが学校生
活の中で小さなつまずきを経験したとき、あるいは友だち
関係の中で思い通りにいかない出来事があったとき、大
人が先回りしてその障害物を取り除こうとしてはいないで
しょうか。他者とのトラブルの際に、客観的な事実関係より
も「我が子の言い分」の正当性ばかりを急いで学校側に
求めてしまう、といったことはないでしょうか。 
これらはすべて、お子さんを大切に想うがゆえの行動で
す。しかし、大人が良かれと思って先回りし、すべての石こ
ろを排除した「舗装された道路」だけを歩ませることは、皮
肉にも、子ども自身が「自分で悩み、試行錯誤し、困難を
乗り越える機会」を奪うことになってしまいます。「我が子
第一」の過度な関心が、時に子どもの自立の芽を摘んで
しまう危険性には、少しだけ自覚的である必要があります。 

「可愛い子には旅をさせよ」の真意を問い直す 

ここで一度、昔から耳にしてきた「可愛い子には旅をさ
せよ」という格言を思い起こしてみたいと思います。 
情報があふれる現代において少々古風に聞こえますが、
人間が成長する本質は変わりません。この言葉の真意は、
子どもを冷たく突き放すことではなく、家庭という安全地
帯から一歩踏み出した「学校」という小さな社会において、
あえて失敗や思い通りにならない経験をさせ、それを自力
で乗り越えていく力を信じて見守る、という大人の側の
「覚悟」を説いたものです。 
中学生という時期は、まさにその「旅」の真っ最中であり、
人間関係の荒波に揉まれる最初のターニングポイントで
す。自分の思いが通じない他者と出会い、集団のルール

の中で我慢を強いられ、時には自分の至らなさに直面し
て傷つくこともあります。これらはすべて、大人になるため
に避けては通れない「必要な葛藤」です。 
このとき大人が果たすべき役割は、子どもが絶対に転
ばないように網を張ることではありません。転んで痛い思
いをしたときに、どうやって自分の足で立ち上がるかをじ
っと見守ることです。大人の役目は「過干渉な演出家」で
はなく、一歩引いたところから支える「頼れる伴走者」であ
るべきだと思います。 
我が子への視線を、集団全体への温かい眼差しへ 

夏休みを前に、保護者の皆様に一つだけご提案があり
ます。それは、お子さんに向ける視線の角度を、ほんの少し
だけ広げてみていただきたい、ということです。 
普段は、どうしても「我が子単体」の行動や成績に目が
奪われがちですが、この夏休みを機に、我が子が生きて
いる「学校という集団全体」や「友だちの存在」へと、視野
を広げてみてほしいのです。 
学校を見渡せば、そこには我が子とは違う個性を持っ
た、多様な子どもたちが生活しています。他のお子さんの
良さや成長に気づき、それを温かい目で認められる心の
ゆとりが生まれたとき、不思議と我が子に対する過度な不
安や焦りは消えていくものです。 
「集団の中で、我が子は今、どう揉まれながら学んでい
るのだろうか」 
そうした客観的で大局的な眼差しを持つことができた
とき、我が子の「失敗」は単なるマイナスではなく、成長の
ための貴重な経験として捉えられるようになります。他者
の子どもを認め、集団全体を見守る社会の目が、巡り巡っ
て我が子を大らかに育てる土壌になると考えます。 
同じ未来を向いて歩む「子育てのチーム」として 

学校という場所は、子どもたちにとって最初の「社会の
縮図」です。そこで展開される教育活動や集団の規律は、
すべて子どもたちが将来、親元を離れて自分の足で社会
を生き抜く力を養うために設計されています。私たちの目
指す教育は、目の前の平穏だけを取り繕うものではなく、
５年後、１０年後の未来に、子どもたちが自立した大人とし
て輝くためのものです。 
保護者の皆様と学校は、子どもを間に挟んで意見をぶ
つけ合う関係ではなく、子どもの幸せな未来という全く同
じゴールを目指して進む「子育ての共同チーム」です。 
学校の教育方針を信頼していただき、共に手を取り合
って、この夏休み、そして 2学期以降のお子さんの「旅路」
を支えていきたいものです。大人たちが互いに信頼し合
い、ブレずに見守る姿勢こそが、子どもたちに最大の安心
感を与えます。 
１学期間の本校への多大なるご理解とご協力に、重ね
て心より感謝申し上げます。実り多き夏休みを経て、たくま
しく成長した生徒たちと元気に出会えることを、教職員一
同、楽しみにしております。 

「可愛い子には旅をさせよ」－自立を支える大人の眼差し－ 

校 長  小 関  直 

第二中学校だより 
Ｒ８ミッション「新時代の入試を見据えた「評価改革」による自律的な学習者の育成」 
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1 水 ６時間日課(学年内＋水 13456) 
2 木 メンタータイム 
3 金 第１回合唱祭実行委員会 
4 土  
5 日  
6 月 ３年＆若葉おはなしの雫、２年脊柱側弯症検診 
7 火 ５時間授業(火 12456) 
8 水 ５時間授業(水 12456) 
9 木 ５時間日課(木 12346)、第４回専門委員会 
10 金 ５時間日課(金 12563) 
11 土  
12 日  
13 月 ２年おはなしの雫 

14 火 
５時間授業(火 65342)、２年脊柱側弯症検診予備
日、選挙管理委員会、第２回合唱祭実行委員会 

15 水 
５時間日課(水 65342)、１学期給食最終日、学校
給食運営協議会 

16 木 ３時間日課(学活･集会･大掃除) 給食なし 12:05下校 
17 金 １学期終業式、ふれあいデー※部活動なし 
18 土  
19 日  
20 月 海の日 
7/21(火)～8/31(月) 夏季休業日 

 

夏季休業日及び９月の主な学校行事 
【夏季休業日】 
7/21(火)～7/31(金) ３年三者面談期間 

※担任の勤務状況により別日での実施あり 
8/8(土)～16(日) 学校閉庁日 ※職員室に教職員不在となります。 
8/28(金) ３年第１回南部地区中学校長会学力検査 
     ※詳細は後日配付の進路だよりを参照 
【９月の予定】 
1(火)２学期始業式、避難訓練 
2(水)２学期給食開始、第３回合唱祭実行委員会、 

生徒会選挙立候補者受付開始、 
3(木)５時間授業(木 12456)、第５回専門委員会、 

後期教育実習開始 
7(月)１年おはなしの雫 
8(火)新座市中学校英語弁論･暗唱大会 
9(水)１年スマホ･ネット安全教室 

10(木)第３回学校運営協議会 
14(月)３年&若葉おはなしの雫、朝霞班中学校英語弁論･暗唱大会、 

１年４時間授業(給食後 13:40下校) 
15(火)１年林間学校１日目(見込) 
16(水)１年林間学校２日目(見込) 
17(水)１年４時間授業(給食後 13:30下校) 
18(金)新人戦朝霞地区大会(陸上競技) 
19(土)新人戦朝霞地区大会(陸上競技)予備日 
24(木)火曜授業(火 123456)、第４回合唱祭実行委員
会、新人戦朝霞地区大会(水泳)第２回 
25(金)５時間授業(月 12345)、ふれあいデー部活動なし 
28(月)２年おはなしの雫、後期教育実習終了、 

生徒会役員立候補者選挙運動期間(～10/9) 
29(火)合唱祭スローガン発表 
※予定は変更となる場合もあります。予めご了承ください。 

 
6/3(水)～6/5(金)３年修学旅行(京都･奈良) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6/17(水)若葉学級収穫体験(梅の里山口農園) 
 
 
 
 
 
 

 

 
【通信陸上朝霞地区大会および県大会】 
〈朝霞地区大会(入賞者)〉 
２年女子 100m   第２位 県大会出場 
女子 200m   第３位 県大会出場 
女子 1500m   第７位  
女子走高跳   第５位 
女子走幅跳   第５位 県大会出場 
女子四種競技     第２位 県大会出場 
女子 4×100mR  
   第４位 県大会出場 
男子 800m   第５位 

   第６位 
男子 1500m   第７位 
男子 3000m   第６位 
   第７位 
男子円盤投   第７位 
男子走幅跳   第６位 
〈県大会〉 
女子２年 100m   ３位入賞 
女子 200m    Ｂ決勝進出 
女子 1500m      予選敗退 
女子走幅跳      予選敗退 
女子四種競技     ４位入賞 
女子 4×100mR           予選敗退 
 
【新座市硬筆展新座支部展入選】 
１年  

 
 
 

２年  
 
 
 

３年  
 
 
 

 

新座二中キャッチフレーズ 
明るいあいさつ 光る汗 きれいな学校 きれいな心 新座二中 ６月の様子 

二中生が大活躍！ 

２泊３日の京都・奈良で素敵な思い出がいっぱい！ 

梅収穫とキャンドル作りを体験してきました！ 


